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第 4部 快 適 環 境 づ く り

豊か な緑、 さ わやか な空気、 清 ら か な水辺 、 美 し し ･街な みや歴史的な雰囲気な どが 、 バ ラ ン ス よ く 備

わ っ た 快適な環境 ( ア メ ニ ブ ィ ) は 、 生活に う る おい と やす ら ぎ を与え る な ど様々 な恵み を も た ら し 、

健康の維持、 増進、 精神の ノ フ レ ッ シ ュ あ る い は 、 子供の健やかな成長に欠かせな い も のであ る o

こ の よ う な生活の質の 向上、 精神的な豊か さ を環境に求め よ う と す る 要請に応え る た め 、 公害の防止

や 自 然環境の保全に と ど ま ら ず 、 快適な環境を積極的に創造 してい く こ と が ま す ま す重要な課題 と な っ

て い る 。

こ う し た こ と か ら 、 県では次の よ う な施策を実施 してい る 。

1 快適環境整備事業の推進

昭和61年度の環境庁の 快適環境整備事業の対象地域 と して米子市が指定 さ れた こ と に伴い 、 ｢活力

と ロ マ ン の あ る ふ る さ と づ く り を理念 と し て 、 美 し い ま ち をつ く る 、 楽 し い ま ち を つ く る 、 人に優 し 、

い ま ち を つ く る ｣ と い ぅ こ と を 内容 と し た米子市ア メ 一身 タ ウ ン 計画策定の促進を 図 っ た 。 雫
同市にお いては 、 快適環境づ く り を総合的、 。十画的に進めて い く た め 、 。十画策定に市民の参画を求 1、

め ･ 行政 と市民が力 を合わせて快適環境の創造に取 り 組んでい る 。 ミ
本県では 、 米子市ア メ ー ブ ィ タ ウ ソ 計画 を 快適環境づ く り の モ デル事業 と 位置づけ 、 快適環境づ く

り に積極的な推進を図 る こ と と して い る 。 t

2 因伯の名水 I -

鳥取県 &ま幸、に して 、 清 ら かで豊かなれ‘恵ま れ 、 県民 をに れを心のふ る さ と と し て幾多の文化を ト

努巻数桝結い““④“楼･“ る ‘““■鵺妙●優良“水難が含 ま I,

　
　

ま れて お り 、 昭和60年 3 月 に環境庁が選定 した全国名水百選に淀江町の ｢天の真名丼｣ が選定 さ れ 、 ,

　 　　　　　　 　　　 　 　 　　　　　　 　 　　　　　　 　　 　
箋=霞むし霧U馨極"ご序盤零し愛蟇挙･蒙れ垂三麦総得鞆をい. “開催 ‘
を十三を三誓=霧著筈三*鯛蓬橇峯岸…ムソハ▼ ｣ ｣ "“ , l

｣ 。 三愁簿題を I奏を雲鋭を匙盤猪父筈学事優"包俎多蘂鰍纖 r 1
｣ ら の後水 に つ い ては 今俊河辺の環境翻せ碇り こ と も ん 、 て “鯛鐇蟻仮饅℃“ l も

る こ と と し て い る 。

3 鳥取県を美 し く する運動 =
県民のすべて が健康で文化的な生活を営むため には 、 生活環境を清潔で 快適な も の にす る 必要が あ

る 。

ご み の な い清潔な生活環境づ く り は 、 我 々 県民に課せ ら れた義務であ り 、 県 市町村の積極的な施

策 と と も に 、 県民一人一人の正 し い理解 と協力 を得て強力 に推進 してゆ く 必要が あ る 。
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こ の ため 、 昭和46年か ら市町村及び各種関係団体の協力の も と に ｢鳥取県を美 し く す る 運動｣ を実

施 し 、 県民の環境保全意識を高揚 し 、 河川 、 海岸等公共の場所か ら ごみを一掃す る 運動を展開 し て き

た。

平成 4 年度の事業実施結果は次の と お り であ る 。

( 1 ) 運動期間 平成 4 年 9 月 1 日 ~ 9 月 30 日

(2) 運動内容

ア 広報活動

ポ ス タ ー を 300枚作成 し 、 保健所 ･ 市町村に配布 し 、 併せて市町村広報紙に運動の趣 旨 を掲載

す る と と も に 、 有線放送等を通 じ て運動への参加 と 意識の高揚を 図 っ た 。

イ 知事表彰

地域環境美化に功績の あ っ た団体 ･ 個人に対 し知事表彰を行 っ た。

(東部消費生活モ ー タ ー協議会、 昭花 ク フ ブ 、 上石見長寿 ク フ ブ)

ウ 清掃活動

市町村、 各種団体、 自 治会等が中心 と な り 河川 、 湖沼 、 海岸 、 公園等の清掃を実施す る と と も

に不法投棄 ごみの除去を行 っ た 。

ェ 不法投棄の監視指導

市町村 保健所が 、 不法投棄の監視指導パ ト ロ ー ル を実施 し た 。 更に警察の協力を得て不法投

棄者の監視取締パ ト ロ ー ル を実施 し た 。

オ ごみ容器、 立札の設置

公共の場所に ごみ容器を設置す る と と も に 、 不法投棄を し な い よ う 立札を設置 した 。

力 各種会合

美化意識の高揚を図 る た め会合を開 く と と も に 、 浄化槽の設置者に対 し維持管理講習会を実施

し た 。

4 環境月 間

昭和47年国連総会において毎年 6 月 5 日 を ｢世界環境デー｣ と す る こ と が決議 さ れ 、 こ れを受けて

我が国において も 、 こ の 日 を初 日 と す る 1 週間を ｢環境週間｣ と す る こ と と さ れた 。

こ の週間は 、 環境問題に対す る 認識を深め 、 公害防止や 自 然環境保全を強力 に維持す る た めの全国

運動を展開 し よ う と す る も ので あ る が 、 平成 3 年度は 、 1992年に ブ フ ジ ルで開催 さ れ る ｢地球サ ミ ッ

ト ｣ に 向 けて 6 月 を ｢環境月 間｣ と 位置付け 、 全国的に幅広 し ･運動が行われた。 本県において も 、 こ

の趣 旨 に沿 っ て市町村及び各種団体の協力の も と に多彩な行事を実施 し 、 環境保全についての意義を

広 く 県民に普及 し 、 啓発に努め る ため各種の行事を行 っ てい る が 、 平成 3 年度の実施状況は次表の と

お り で あ る 。
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(鳥取県)表1 51 環境月 間行事一覧表

行 事 名 内 容 主 催 場 所 期 日 参加人数
(県 )

市町村環境保全担 当者

研修会

講演

｢ 本県の酸性雨の現状 丸 つ い て ｣

鳥取県 東郷町

水明荘

6/ 1 8 5 0人

第 3 回酵廃不法授業事業

処理対策連絡協議会

県警察本部 郡家保健所 6/ 2 9 1 9 人

小中学生の研究 グル ー プ

募集

樹不の大気浄化能力度 チ ェ ッ ク

屋 空 ウ ォ ノ チ ン グ

環境パ ト ロ ー ル

鳥取県 6/ 1 ~ 6/ 3 0 6 グル ブ

4 グル ブ

8 グル プ

環境保全標語募集 児童 ･ 生 徒の部 、 一般の 部 に分 け て

公募 .

鳥取県 5/ 1 ~ 5/ 3 1

電気 自 動車 の愛称募集 公害パ ト ロ ー ル車 と し て導入 し え

電気 自 動車の愛称を公募

鳥取県 6/ 1 ~ 6 / 3 0

交通公害調査 自 動車排出 ガ ス 濃度 、 自 動車騷哲

道路交通振動等測定を実施

鳥取県 鳥取市外

計 23地点

6 / 3

6 / 1 7

特定事業場排出崗査 水質汚濁防止法、 県公害防止条例 に

基づ く 特定事業場調査

鳥取県 鳥取市外

計 55事棄所

6 / 1 ~ 6/ 3 0

(市町村)

(各種会合 )

名 木 ･ 古木観察会 鳥取市指定の保存樹木等

優れ た 自 然の観察会

鳥取市 鳥取市一円

1 0 力確度

6/ 1 0 4 1 人

エ コ マ ー ク 商 品 の配布

(布製 お むつ の配布)

母子 手帳交付 と あ わ せ

布製 お むつ を無償配布

し取 r h 礫掟 セ ノ タ 6 / 5 ~ 6 / 1 1

廃備利用粉石鹸

づ く り 講習会

粉石鹸製造 ミ ー プ フ ン ト を市が

購入 し 、 婦人会等 に 広 く 総督す る 。

境港市 境公民館 6/ 1

外 3 回

6 6 人

環境問題を考 ス る 集 い 対象 全町民 国府町 中央公民館 6/ 2 0 5 0 人

生活環境改善教室 講演

6/ 2 8 ｢ こ れ か ら の リ サ イ ク ル と は ｣

6 / 3 0 ｢環境を守 る ラ イ フ ス タ イ ル ｣

気高町 気萬旧業者

ト レ ノ グ セ ノ タ ー

6 / 2 8 、 3 0 3 1人

集会 開催 プ ー マ ｢ ご み の減 量 につ い て ｣ 三朝町 6 / 2 5 3 0人

(作品募集 ･ 展覧会)

環境美化作文募集 対象 小学生 、 中学生 米子市 6/ 1 ~ 6/ 3 0

中 毎写真展募集 最優秀賞 1 点 、 優秀賞 2 点 、 佳作 米子市 6/ 1 ~ 6 / 3 0

空 き 缶 回収機 (圧縮機)

の 展示

国府町 中央公民館 6 / 2 0

( 点検 ･ 圀査運動 )

川 や 侮 を き れい に す る

j サ イ ク ル運動事業

モ デ ル地区を指定 し 、 全家庭 に

水切 り 専 用 袋 、 天ぷ ら 価処理 パ ノ ク

タ オ ルペ ー パ ー の 浄化セ ノ ト を配布

し て =けが使用 前 後 の水質松肴 を 行 う

青谷町 町 内 3 地区 7/ 1

施

国

と
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行 事 名 内 容 主 催 場 所 期 日 参加人数

(施設公開 )

中学封 の施設見学 廃棄物処理施設等の見学

(米子浄化場 、 日 野川堰)

米子市 米子市内 6れ 6 3 3人

ご み焼却場見学 対象 町内小学生 国府町 国府町内

こ い浄髄

6/ 4 1 7人

不燃物処理場見学 対象 婦人会役員 船 岡町 鳥取市末恒

不燃物処理場

6/ 2 2 3 0人

(環境美化運動)

環境美化運動 億掃 し ん どみ の 量 5 0 0 t 鳥取祷 鳥取市一円 5/ 3 0 4 0 0 0 0人

｢記念植樹 ｣ 鳥取市 市立保育所

2 カ所 6 / 1 0

2 2 0人

加茂川一斉清掃 旧加茂川沿 い の 清掃

清掃 し ん ごみ の暈 不明

米子市 加茂川 6 / 2 7 6 0 0人

｢植樹行事｣ ボ ー イ ス カ ウ ト 、 ガ ー ル ス カ ウ ト 、

西鴎子供会が6 0本の ね え木を植樹

倉吉市 倉吉市西鴎

老人憩いの家

6 / 5 1 0 0人

環境美化運動 清掃 し え ごみの量 2t 境港市 JR駅5姉

バ増1 5か所、 公団

6 / 1 0

2婦

5 0 0人

環境美化運動 清掃 し え ごみ の量0 4 t

" 空缶の量 0 . 5 8 t

岩美町 浦富毎岸

浦富地区内 6/ 6 2 6 0人

環境美化運動 公園 、 河川等の一斉宿掃

清掃 し た ごみ の量 1 6 t

" 空缶の量0 . 6 t

郡家町 封 占

篠彼

堀越外4姉

上大坪外4 ヵ所

5 / 1 6

6 / 1 2

6 / 1 6

6 / 1 3

1 9 人

1 7 人

2n 人

8 8 人

環境美化運動 清掃 し た ご み の量3 . 5 t 船 岡町 町内一 円 5/ 7 7 7 0 人

環境美化運動

(花づ く り 活動 )

花づ く り 実行委員会を組織 し 、 公共

施設 、 部落 な ど に 5 , 0 0 0 本 の 月 見葦

を プ フ ン タ ー タ イ ヤ花壇 ‘し植 え 、 配布

八東町 八東町内

一円

6 / 2 4

環境美化運動 ｢流 し び な 館 、 ふ れあ い の水辺｣

ご み 0 . 5 t 、 空缶 0 . 0 5 t 回収

用瀬町 流 し ぴな 館 5/ 2 4 6 0 0 人

環境美化運動 (国道 4 8 2

ク リ ー ン ロ ー ト 作戦)

回収実績 空缶1 2 0 袋 (上の う )

ご み 1 t

佐治村 国道 4 8 2 号

緘 (期料の

4 /2 3 3 0 人

鹿野町河川美化運動会 ごみ 0 . 2 t

空缶 0 . 0 5 t

鹿野町 河内川一帯 6/6 2 0 0 人

ふ る さ と ク リ ー ン

ク リ ー ン 活動

小学校、 中学校、 高校、 日 赤奉仕団

等か参加 ごみ 回収量 は不明

青谷町 町内一 円 5“ 1 , 8 5 5 人

環境美化運動 町内公園 (東郷湖羽合臨侮公園 )

の 清掃

羽合町 東郷湖羽合

臨毎公園

6/ 7 2 0 0 人

環境美化運動 各集落て清掃実施

ご み 回収 量 は不明

泊村 町内一 円 6/ 1 3 2 0 6 0 人

緑化運動 苗木の植樹 7 0本 泊村 泊小学校 6/2 1 8 0 人

ク リ ー ン せ き がね 一斉

行動 の 日

ごみ の収集蜂

空缶 0 . 9 t

関 金町 町 内

各自 治会地区

6/ 2 0 1 , 8 2 8人
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行 事 名 内 容 主 催 場 所 期 日 参加人数

｢記念植樹 ｣ 関金町 町内保育所

3 カ所

6/ 3 1 8 6人

清掃運動 ごみ 6 t 、 空缶 0 . 0 5 t 回収 北条町 町内一 円 6/ 6 , 1 3

2 0 , 2 7

5 0 0 人

町内一斉清掃 主 に路上の ゴ ミ 収集 、 処分

ごみ 9 3 t 、 空 き 缶 1 . 9 t 回収

大栄町 町内路上 6/ 2 7 2 , 0 4 7人

環境美化運動 町内 の一斉清掃

ごみ の 量 1 2 3 t 、 空 き 稲 1 . 5 t回収

東伯町 町内一 円 6 / 1 3 2 , 0 0 0人

環境美化運動 町内一斉清掃

ごみ 回収量 不明

赤碕町 町内一帯 6/ 1 3 1 , 0 1 2人

｢記念植樹 ｣

-

赤碕町 町内老人 ホ ム

1 カ 所

6/ 2 1 1 0 0人

町内一斉清掃 ごみ回収量 不明 江府町 町内一帯 6/ 6 1 , 1 9 7人

( そ の 他)

蚊 と 蝿の駆除剤配布 配布先 町内全戸 河原町 6/ 2 3 1 , 7 8 5世帯

ごみ に 関す る 配布先 町内全戸 北条町 6/25 2 , 2 0 0世帯

パ ン フ レ ノ ト 配布

とみ に 関す る 看板設置 設門場所 町内 客所 北条町 6月 1 0 カ所

(民間団体)

環境整備点検調査

浄化槽パ ト ロ ー ル

(社 ) 鳥取県

浄化槽協会

県下一 円

4 3 カ 所

6/ 1 8 、 6 /2 8

6 / 2 9
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第 5部 総合的な環境保全行政

第 1 節 環境影響。平価

大規模な開発事業を実施 し よ う と す る 場合 、 そ の事業の実施が周辺の環境に どの よ う な影響を与え る

か 、 事業実施前に あ ら か じ め嗣査、 予測 、 評価 し 、 自 然環境の保全、 公害の未然防止を図 る ため 、 平成

3 年1 1 月 に ｢鳥取県環境影響評価実施要綱｣ を制定 し 、 平成 4 年 2 月 か ら施行 して い る 。 こ の要綱の対

象 と な る 事業の種類 と 規模は 、 表152の と お り であ る 。 今後要綱を適正に施行 し 、 環境の保全 と 公害の

防止を図 っ て い く こ と に して い る 。

種 類 対 象 事 業 規 模

道 路 の 建 設 ①高速道路の新設、 改築、 ②道路交通法上の道路で 4 車線1o km以上の も の

鉄 道 の 建 設 新幹線の建設、 改良

飛 行 場 の 建 設

①2 , 500 メ ー ト ル以上の滑走路を有す る 飛行場の新設

②2 , 500 メ ー ト ル以上の滑走路を増設す る も の又は滑走路の長 さ を500 メ ー ト ル以上

延長す る も の (延長後の長 さ が2 , 500 メ ー ト ル以上であ る も のに限 る 。 )

ダ ム 又 は放水路

の 建 設

①湛水面積が200ヘ ク タ ール以上の も の

②土地改変面積が100ヘ ク タ ー ル以上の放水路の新設

埋立て 又 は干拓 埋立て及び干拓の区域の面積が50ヘ ク タ ー ルを超え る も の

廃棄物処理施 設

の 建 設

①処理能力の合。十が 1 日 当た り 100 ト ン 以上の ごみ処理施設等の設置

増加す る処理能力の合計が 1 日 当た り 100 ト ン 以上の ごみ処理施設等の変更

②処理能力の合。十が 1 日 当た り 100キ ロ ノ ッ ト ル以上の し尿処理施設の設置

増加す る処理能力の合。十が 1 日 当た り 100 キ ロ ノ ッ ト ル以上の し尿処理施設の変更

③埋立ての区域の面積が30ヘ ク タ ール以上の最終処分場の設置

変更後の面積が30ヘ ク タ ール以上 と な る 最終処分場の変更

電 気 工 作 物

(発電所) の 建 設

出力 3 万kw以上の水力発電所、 15万kw以上の火力発電所の設置

増加す る 出力が 3 万kw以上の水力発電所、 15万kw以上の火力発電所の変更

工 事 等 の 建 設

1 日 当た り の平均排出水量が10 , 000立方 メ ー ト ル以上の も の又は 1 時間当た り の最

大排出ガ ス量が40 , 000 ノ ルマ ル立方 メ ー ト ル以上の も のの新設

増加す る 1 日 当た り の平均排出水量が10 , 000立方 メ ー ト ル以上の も の又は 1 時間当

た り の最大排出ガ ス量が40 , 000 ノ ル マ ル立方 メ ー ト ル以上 と な る 変更

住宅団地 の造成 施行す る 土地の区域の面積が100ヘ ク タ ール以上の も の

土地区画整理事業 施行す る 土地の区域の面積が100ヘ ク タ ール以上の も の

工場又 は事業場

用 地 の 造 成
一団の土地の区域の面積が100ヘ ク タ ール以上の も の

ゴルフ場又はス キー場

用地の造成又は整備
一団の土地の区域の面積が50ヘ ク タ ール以上の も の

農 用 地 の 造 成 施行す る土地の区域の面積が500ヘ ク タ ー ル以上の も の

岩石等採取事業 施行す る 一団の土地の区域の面積が50ヘ ク タ ー ル以上の も の
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第 2 節 鳥取県地域環境保全基金について

平成 2 年 3 月 に環境庁の補助を受け 、 環境保全に関す る 知識の普及 、 実践活動の支援等地域に根ざ し

た環境保全活動を推進す る た め 、 ｢鳥取県地域環境保全基金｣ を設置 し た 。 (基金の額 4 億円 )

こ の基金の運用益に よ り 平成 4 年度か ら各種の環境保全に関す る 普及啓発事業を実施 して い る が 、 平

成 4 年度に実施 し た事業は表の と お り で あ る 。

第 3 節 環境教育の推進

近年、 国民の生活様式の変化 、 消費の増大等に よ り 生活排水に起因す る河川や湖沼の水質汚濁 、 ご み

の処理問題、 自 動車交通量の増大に よ る 大気汚染な ど住民一人ひ と り が被害者であ る と 同時に加害者で

あ る都市 ･ 生活型公害が顕在化 し てい る 。 ま た 、 フ ロ ン ガ ス に よ る オ ゾ ン層の破壊、 地球温暖化、 酸性

雨な ど の地球的規模の も の ま で 、 環境問題は複雑、 多様化 してい る 。 こ う し た環境問題の解決のた め に

は 、 行政は も と よ り 県民一体 と な っ た取組が必要であ り 、 ま た 、 県民一人ひ と り が環境 と の関わ り につ

いて理解を深め 、 責任あ る 行動が と れ る よ う 学習す る こ と が重要であ る 。 こ のた め 、 平成 3 年1 1 月 に学

識経験者、 関係行政機関職員 。十 16名 で構成す る鳥取県環境教育検討委員会を設置 し 、 鳥取県におけ る 環

境教育を推進す る た め の基本方針の策定に当た り 、 平成 4 年 3 月 に ｢鳥取県環境教育基本方針｣ ( やす

ら ぎ と う る お い の あ ろ快適な環境を め ざ して ) を策定 し た 。
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平成 4 年度地域環境保全基金事業概要

1 地域環境保全活動推進事業 平成 3 年度に策定 した ｢鳥取県環境教育基本方針｣ に基づ き 、

環境教育推進のための具体的施策を検討。

環境教育副読本の作成 対象小学校 5 年生程度

2 生活排水対策推進事業 水質汚濁の著 し い湖沼流域の市町村連絡会議を開催す る と と も

に 、 生活排水対策推進用パ ン フ レ ッ ト の作成、 テ レ ビ ス ポ ッ ト の

放映、 湖山池関連生活雑排水対策推進員養成講習会の開催、 ｢生

活排水対策の し お り ｣ の作成、 生活雑排水対策推進員研修会 大

会の開催等

3 少年少女環境ふれあい推進事業 中学生を対象 と して 、 ｢樹木の大気浄化能力度チ ェ ッ ク 事業｣

(樹木の果たす大気保全機能を実験嗣査す る事業) ｢星空 ウ ォ ッ

チ ン グ事業｣ (星空を観察す る こ と に よ り 大気汚染についての理

解と認識を深め る ) を実施す る と と も に 、 小学生を対象 と して 、

自 分た ち の身の 回 り の環境問題を テ ー マ に し て崗査研究を行 う

｢環境パ ト ロ ール事業｣ を実施す る 。

ま た こ れ ら の 3 事業の研究成果発表会を開催 し 、 報告書を作成。

4 鳥取県の 自 然調査事業 県内の 自然を覊査 し 、 重要度の分類を行い 、 嗣査書 ｢鳥取県の

自然｣ を作成。 (動物、 植物、 地形地質の 3 区分)

5 鳥取県 自 然観察指導員設置事業 平成 2 年度か ら 3 年度に養成 し た ｢ 自 然観察指導員｣ の講習。

( 1 泊 2 日 講演 、 分科会、 現地視察)
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